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1. はじめに 

 楽曲において、コード進行は楽曲の雰囲気や

オリジナリティに影響する重要な要素である。

コード進行を含む楽曲制作には、音楽理論や経

験が必要であり初心者にとってそのハードルは

高い。また、歌詞の韻律に基づいた自動作曲 [1]

に関する研究は存在するが、歌詞を入力とした

コード進行の生成に関する研究[2]は途上の段階

である。 

 そこで、歌詞を考慮したコード進行の自動生

成手法を提案する。具体的には、Seq2Seq を用い

て歌詞を入力し、コード進行を出力するモデル

を構築する。また、生成されたコード進行の定

量的・定性的な評価手段についても検討する。 

2. 提案手法 

2.1 データセット 

Web 上からスクレイピングして歌詞とコードのペア

を取得し、各曲の key を C に統一した。また、

"C,G,F,Am,Em,Dm,G7,Dm7,Em7,FM7,Am7,CM7,B

m7-5,Bdim"のみが出現するコードと歌詞のペアのみ

に絞り込みを行い、207,891 件のコードと歌詞のセット

をデータとして用いた。データセットの例を以下に示

す。 

歌詞：冬の朝は寒い 

コード：CFG 

2.2 モデル 

 本研究の特徴は、attention 機構を付与した

Sequence-to-sequence モデル(Seq2seq)[3]を用

いて、歌詞を考慮したコード進行の生成を試み

た点にある。 

 Seq2seq は系列データ(文章など)を入力として

別の系列データを出力するモデルであり、主に

機械翻訳や文章要約に用いられる。Seq2seq はエ

ンコーダとデコーダから構成されている。エン

コーダは入力された系列データから情報を抽出

した「コンテキスト」と呼ばれるベクトルを生

成し、デコーダへと送る。デコーダはコンテキ

ストから出力要素を生成する。 

 

 本研究では、エンコーダ、デコーダに GRU[4]

を採用する。エンコーダへ対象となる歌詞を入

力し、歌詞のコンテキストを生成、デコーダへ

と送る。デコーダでコンテキストから歌詞に応

じてコード進行の生成を行う。 

3. 評価 

3.1 評価の目的 

 2 章の手法により生成されたコード進行につい

て、以下 2 つの観点での評価を試みた。 

■定量的評価 

 収集したデータを学習データと評価データに

分割し、評価データとその予測結果におけるコ

ードの再現率、編集距離の評価を行う。 

 正解となる評価データに対し、生成結果のコ

ードのうち位置、コードが共に一致したものの

割合を再現率とする。正解のコードを予測でき

ていたかの指標として、再現率を用いる。 

 

再現率＝
予測と正解が一致していたコード数

正解のコード長
 

 

また、正解のコードに対して予測のコードが

どれくらい近いかの指標として編集距離[5]を用

いる。 

本来、文字列の操作となるが本研究では Dm7 の

ような複数文字からなるコードも、1 コードを 1 文字

として扱う。 

編集距離では、予測コードから正解コードに

削除・置換・挿入の操作を何回繰り返して戻せ

るかで評価する。しかし、予測したコードの数

が一致していると最大コード長の操作で正解コ

ードに戻せてしまうため、本研究では置換を除

いた削除・挿入の操作何回で正解のコードに戻

せるかを評価の指標として用いる。編集距離が 0

となる場合、予測が完全に一致したことを示す。 

■定性的評価 

 入力した文章と生成されたコード進行を提示

し、その文章の印象に合っているかアンケート

評価を行う。 

3.2 評価データ 

 学習データと評価データの分布を表 1に示す。 

表 1 データの分布 
 学習データ 評価データ 

データ数 166,356 41,535 

平均コード長 3.18 3.09 
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4. 結果 

4.1 定量的評価 

epoch ごとの再現率平均、編集距離の推移を図

1 に示す。横軸は epoch、左側の縦軸は再現率平

均と編集距離が 0となるデータの割合、右側の縦

軸は編集距離平均を示している。epoch18 の時点

で、再現率平均は 0.49、編集距離 0 割合は 0.31、

編集距離平均は 2.92 となった。 

 
図 1 再現率、編集距離の推移 

正解のコードに対して、評価データから無作

為に抽出したコードを予測結果とするランダム

評価を行ったところ、再現率平均は 0.18、編集

距離平均は 4.27 となった。 

4.2 定性的評価 

 ある文章を入力して生成されたコード進行を

再生し、その文章の印象に合っているかアンケ

ートを行った。参加者は 20~50代会社員 289名で

ある。結果を図 2 に示す。 

 
図 2 アンケート結果 

5. 考察 

5.1 評価結果 

定量的評価では、再現率平均、編集距離平均

共にランダム評価の精度を提案手法が上回る結

果となった。学習が進むにつれて再現率平均、

編集距離が 0となる予測結果の割合が増加してい

ることが確認できる。平均編集距離は 2.95 前後

を推移しており、明確な精度向上は確認できな

い。これは、編集距離が 0となる割合が増加する

ものの、コード長が長い正解に対する予測を誤

ることで、編集距離が大きいデータが増加して

しまうことなどが原因であると考える。 

 定性的評価では、肯定的な回答が合計 46%、否

定的な回答が 8%となった。よって、今回の生成

結果は人が持つ文章の印象と大きく異なっては

いないと考える。 

5.2 課題 

今回の手法ではコード進行を絞って学習を行

っているためバリエーションが少なく、生成結

果がコントロールできないという機能的な課題

が存在する。また、精度向上に向けて今後は

Transformer をはじめとした他のアルゴリズム、

データ収集・学習の手法の検討を行いたい。 

 今回の精度評価には再現率平均、編集距離を

用いたが、一般的に生成タスクで使用される他

の手法には BLEU、METEOR などがある。今後はこ

れらの手法も使用して評価を行いたい。また、

定性的評価においても、印象に関するより詳細

なアンケート項目について検討したい。 

6. まとめ 

本研究では、Seq2Seq を用いて歌詞を考慮した

コード進行の生成を試み、2 つの観点で評価を行

った。結果として再現率平均は 0.49、編集距離

平均は 2.92 となり、ランダム評価より高い精度

となった。 

 今後はコードのバリエーション増加、結果の

コントロール、評価方法の更なる検討を行いた

い。 
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